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第11章 総合評価 

本事業の実施が環境に及ぼす影響の評価は、以下の２つの観点から行った。 

 

①調査及び予測の結果並びに環境保全措置を検討した場合においては、その結果を踏まえ、

対象事業の実施により選定項目に係る要素に及ぼすおそれのある影響が、事業者の実行可

能な範囲内でできる限り回避又は低減されており、必要に応じその他の方法により環境保

全についての配慮が適正になされているかどうか。 

②福岡市、福岡県又は国が実施する環境の保全に関する施策によって、選定項目に係る環境

要素に関して基準及び目標が示されている場合には、当該基準又は目標と調査及び予測の

結果との間に整合が図られているか。 

 

本事業の実施が環境に及ぼす影響については、既存の知見及び現地調査結果を踏まえて予測

を行うとともに、「環境保全措置」の検討を行った結果、環境の保全に係る基準又は目標との整

合性は概ね図られ、環境への影響は「環境保全措置」の実施により事業者の実行可能な範囲内

でできる限り回避・低減されることから、環境保全への配慮は適正であると評価した。 

さらに、事後調査を実施した結果、予測と異なる環境上の影響が生じた場合においても、必

要に応じて、環境保全のための方策を講じることにより、本事業の実施による環境影響をでき

る限り小さくすることは可能であると考えられる。 

 



























 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 参 考 資 料 】 
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１．用語集 

 

■航空用語 

滑走路 ヘリコプターを含む航空機の離着陸の際に使用する地上の路面をいう。 

誘導路 ヘリコプターを含む航空機が、滑走路とエプロンの間の移動のため地上走

行する通路をいう。 

エプロン 乗降や貨物の積み下ろし、給油、駐留または整備のためヘリコプターを含

む航空機を駐機させることを目的として指定される区域（駐機場）をいう。 

ホバリング ヘリコプターが浮上して空中でほぼ停止する飛行形態をいう。 

タクシーイング ヘリコプターを含む航空機が、誘導路を行き来する際の地上走行をいう。 

ウインドカバレッジ ある滑走路方位に関して、年間の風向、風速を考慮し、横風の影響を受け

ず離着陸できる確率を表わしたものをいう。 

GSE 車両 旅客の乗降や貨物の積み下ろし、また給油等を行う地上支援機材等に使用

する車両をいう。 

エコエアポート 空港及び空港周辺において、環境の保全及び良好な環境の創造を進める対

策を実施している空港のことをいう。 

ＶＦＲ（有視界飛行方

式） 

常に地表等を目視により、自身の位置を確認して飛行することをいう。 

 

■大気質 

異常年検定 当該年風向等が過去 10 年程度のばらつきの範囲内に入っているかどうか

を統計的に検定することをいう。 

１時間値 大気質の測定において、60分間試料吸引を続けて測定する場合の測定値を

いう。大気汚染に係る環境基準では、二酸化硫黄（SO2）、一酸化炭素（CO）、

浮遊粒子状物質（SPM）、二酸化窒素（NO2）は１時間値の１日平均値によ

ることとしている。 

窒素酸化物（NOx） NOx（Nitrogen Oxide）ともいう。窒素原子（N）と酸素原子（O）の化合物

の総称をいう。 

 窒素酸化物は、空気中で石油や石炭等の物の燃焼、合成、分解等の処理

を行うとその過程で必ず発生するもので、燃焼温度が高温になるほど大量

に発生する。その代表的なものは、一酸化窒素（NO）と二酸化窒素（NO2）

であり、発生源で発生する窒素酸化物は 90％以上が NO である。窒素酸化

物は、高温燃焼の過程でまず NO の形で生成され、これが大気中に放出さ

れた後、酸素と結びついて NO2 となる。この反応はすぐに起こるものでは

ないことから、大気中ではその混合物として存在している。発生源として

は、ばい煙発生施設等の固定発生源と、自動車等の移動発生源がある。 

 窒素酸化物は人の健康に影響を与える。また、紫外線により炭化水素と

光化学反応を起こし、オゾンなど光化学オキシダントを生成する。 

二酸化窒素（NO2） 大気中の窒素酸化物の主要成分。物の燃焼で発生した一酸化窒素が空気中

で酸化して生成するものをいう。二酸化窒素は、高濃度で呼吸器に影響を

及ぼすほか、酸性雨及び光化学オキシダントの原因物質になるといわれて

いる。 

浮遊粒子状物質 SPM（Suspended Particulate Matter）ともいう。 

大気中に浮遊する粒子状の物質（浮遊粉じん、エアロゾルなど）のうち粒

径が 10μm（マイクロメートル：μm＝100 万分の１m）以下のものをいう。 

粉じん 大気中に浮遊する固体の粒子の総称のことをいう。大気汚染防止法では粉

じんは「物の破砕や選別などの機械的処理・堆積に伴い発生しまたは飛散

する物質」と定義され、燃焼、化学反応などで生じる「ばいじん」と区別

される。 

降下ばいじん 大気中への排出や風により地表から舞い上がった粒子状物質のうち、粒子

が比較的大きいために自重で地上に落下（降下）するものや、雨や雪に取

り込まれて地上に落下するものをいう。 

 

 



 

資-2 

 

PM2.5 微小粒子状物質ともいう。 

 大気中に浮遊する粒子状物質のうち、粒径が 2.5 マイクロメートル以下

の小さな粒子状物質のことをいう。 

大気拡散 煙突から排出された煙や排ガスが、風によって運ばれながら、大気と混合

して、薄まりながら広がることをいう。大気の持つ性質のうち、拡散や希

釈作用を持つものは「風速｣と「乱れ｣で、最大着地濃度は、有効煙突高の

二乗に反比例し、排出量に比例する。 

大気安定度 気温が下層から上層に向かって低い状態にあるとき、下層の大気は上層へ

移動しやすい。このような状態を「不安定｣という。また、温度分布が逆の

場合は、下層の大気は上層へ移動しにくい。このような状態を「安定｣とい

う。例えば、晴れた日の日中は、地表面が太陽光線で暖められ、それによ

り周辺大気も暖められるので下層の大気の方が上層より気温が高い状態

になる。これが夜間になると、地表面は放射冷却現象により冷却され、そ

れに伴い周辺大気も冷却されることから、下層の大気の方が上層より気温

が低い状態になる。このような大気の安定性の度合いを大気安定度とい

い、大気汚染と関係が深い。 

風配図 ある地点の風向（風速）の統計的性質を示すために用いられる。各方位別

に風向（風速）の出現頻度を線分の長さで示したものをいう。 

以下は、対象事業実施区域内で通年観測された気象の風配図。 

 
※グラフの表示は風が吹いてくる方向からの出現頻度を示す。 

 

静穏 風が弱く穏やかな状態をいう。気象観測等において、風速がある数値より

小さいときに「静穏（calm）」または「C（calm の頭文字）」を用いて表す

が、その定義は観測方法等により異なる。風がこのような静穏状態になる

と汚染物質は拡散せず滞留しやすくなる。 

日平均値の年間98％値 年間における二酸化窒素の１日平均値のうち、低い方から 98％に相当する

ものをいう。 

１日平均値の年間 98％値が 0.06ppm 以下の場合は環境基準が達成され、

0.06ppm を超える場合は環境基準が達成されていないものと評価する。 

日平均値の年間２％除

外値 

年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、高い方から 2％の範囲にある

もの(365 日分の測定値がある場合は７日分の測定値)を除外した最高値を

いう。 

環境基準による二酸化硫黄、一酸化炭素又は浮遊粒子状物質の年間にわた

る長期的評価の方法。 

煙源 大気汚染の予測における大気汚染物質の発生源をいう。排出形態により､

面煙源、点煙源、線煙源に分けられる。 

拡散モデル 流体（気体又は液体）の内部に濃度差があるとき、高濃度部から低濃度部

へ物質の輸送が起こることを拡散という。 

環境影響評価においては、発生源から排出された大気汚染物質や水質汚濁

物質が、大気や河川、湖沼、海域中に広がるとき、どのように拡散するか

を把握するため、各種の条件を選択した上で広がり方の予測を行う。その

方法として各種の拡散モデルが提案されている。 

最大着地濃度 煙突等から排出された汚染物質の地表面での最大濃度をいう。 
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ppm 

 

parts per million の略。 

濃度の単位で、100 万分の１を１ppm と表示する。例えば、１m3の空気中に

1cm3が混じっている場合の物質の濃度を lppm と表示する。 

これに対して、浮遊粒子状物質の単位で使用されている mg/m3 は１m3 の空

気中に 1mg が混じっている場合の物質の濃度を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■騒音・振動・超低周波音 

環境騒音 観測しようとする場所におけるすべてを含めた騒音をいう。環境基準との

比較などを行う場合は、等価騒音レベル LAeqを用いる。 

建設作業騒音（建設作

業振動） 

建設作業（工事）によって発生する騒音（振動）をいう。建設作業に伴う

騒音（振動）の規制は、騒音規制法、振動規制法に基づき定められたもの

について、敷地境界線上での基準値、作業時間の定め等がある。 

自動車騒音 自動車の運行に伴い発生する騒音をいう。自動車騒音には、エンジン本体

音、冷却ファン音、吸排気音、タイヤ音などがあり、騒音規制法では、自

動車が一定の条件で運行する場合に発生する自動車騒音（自動車単体での

騒音：car noise）と指定地域内における道路での走行に伴い発生する自動

車騒音（道路交通騒音）に分け、前者は車種別及び走行状態により、後者

は区域、車線数及び時間の区分により限度が定められている。 

航空機騒音 ヘリコプターを含む航空機の飛行に伴い発生する騒音をいう。 

離陸機と着陸機では離陸機、機種では古い機種、飛行距離では遠くに飛行

するものほどそのレベルは大きく、飛行コースによっても大きく異なる。 

航空機騒音に係る環境基準は、2007（平成 19）年 12 月の改正によって、

WECPNL（Weighted Equivalent Continuous Perceived Noise Level：加重

等価平均感覚騒音レベル）から時間帯補正等価騒音レベル（Lden）へ変更さ

れた。 

スラントディスタンス 音源（ヘリコプター）と受音点の最短距離のことをいう。この最短距離を

フィート（1feet=0.3048m）で表している。 

A 特性 可聴域の音を人間の聴感覚を考慮して評価するための周波数重み付け特

性で、騒音レベルの測定において用いられる。 

騒音レベル（LA) A 特性を用いて測定した音圧レベルであり、A特性音圧レベルともいう。 

特定騒音 総合騒音の中で音響的に明確に識別できる騒音をいう。音源が特定できる

ことが多い。 

総合騒音：ある場所におけるある時刻の総合的な騒音。 

残留騒音 総合騒音のうち、すべての特定騒音を除いた残りの騒音をいう。 

暗騒音 ある特定の騒音に着目したとき、それ以外の全ての騒音を暗騒音とい

う。 

最大騒音レベル 

(LA,Smax) 

騒音の発生ごとに観測される騒音レベルの最大値で、騒音計の時間重み付

け特性を S（slow）に設定して求めた最大騒音レベルをいう。 

実効騒音レベル 

(LAeff) 

等価騒音レベルと定義式は同じであるが、建設作業のように限られた時間

における騒音レベルのエネルギー平均値を表す量として、ASJ CN-Model 

2007 において定義されたものをいう。 
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WECPNL 加重等価平均感覚騒音レベル（Weighted Equivalent Continuous 

Perceived Noise Level）をいう。 

航空機騒音の測定及び評価のために考案されたものであり、航空機騒音の

特異性、継続時間の効果、昼夜の別等も加味した騒音の評価指標である。

改正前の旧環境基準の評価指標である。 
時間帯補正等価騒音レベ

ル(Lden) 

 

個々の航空機騒音の単発騒音暴露レベル（LAE）に夕方（午後 7時～午後 10

時）の LAEには 5デシベル、深夜（午後 10 時～翌 7時）の LAEには 10 デシ

ベルを加え、1日の騒音エネルギーを加算したのち、1日（86400 秒）の時

間平均をとって評価する指標。平成 19年 12 月から航空機騒音に係る環境

基準の評価指標として用いられているものをいう。 

 

 
図出典：成田空港株式会社ホームページ 

https://www.narita-kinoukyouka.jp/glossary.html 

単発騒音暴露レベル

（LAE） 

単発的に発生する騒音の全エネルギーと等しいエネルギーを持つ継続時

間 1秒の定常音騒音レベルをいう。 

 

 
出典：「千葉県航空機騒音関係用語の説明」ホームページ 

https://www.pref.chiba.lg.jp/taiki/souon/koukuuki/yougo.html 

等価騒音レベル（LAeq） ある時間範囲について、変動する騒音レベルをエネルギー的な平均値とし

て表したものをいう。時間的に変動する騒音のある時間範囲Ｔにおける等

価騒音レベルは、その騒音の時間範囲における平均二乗音圧と等しい平均

二乗音圧をもつ定常音の騒音レベルに相当する。 

要請限度(騒音) 騒音規制法においては、市町村長は指定地域内で騒音の測定を行った場合

に、その自動車騒音がある限度を超えていることにより道路周辺の生活環

境が著しく損なわれていると認められるときは、都道府県公安委員会に対

して、道路交通法に基づく対策を講じるよう要請することができるとして

いる。この判断の基準となる値を要請限度という。 

超低周波音 1 秒間に振動する回数を周波数といい、回数が多ければ高い音、少なけれ

ば低い音で聞こえる。音の高さは周波数で表し、単位は Hz を用いる。概ね

1Hz～100Hz の音を低周波音といい、その中でも人の耳では特に聞こえにく

い 20Hz 以下の音を超低周波音ということが多いが、本書においては、1Hz

～100Hz の音を対象としている。 
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1/3 オクターブバンド

音圧レベル 

音の物理的な性質を捉えようとするとき、その音の全体的な音圧レベルや

音の強さのレベルだけでは十分でなく、周波数毎の音圧レベルや音の強さ

のレベルを求めること（周波数分析）が必要となる。1/3 オクターブバン

ド音圧レベルは、定周波数比(21/3=1.26 倍)のフィルタを用いた周波数分析

で求められる。 

G 特性音圧レベル G 特性とは、1～20Hz の超低周波音の人体感覚を評価するための周波数補

正特性で、ISO 7196 で規定されている。可聴音における聴感補正特性で

ある A 特性に相当するものである。G 特性音圧レベルはこの G 特性で重み

付けられた音圧レベルをいう。 

平坦特性音圧レベル G 特性のように、人体感覚補正のような周波数補正をしていない音圧レベ

ルをいう。 

L50値（中央値） 騒音計の指示値が不規則に変動する場合の騒音レベルの表し方の一つで、

L50 値はそのレベルより高いレベルの時間と低いレベルの時間が半分ずつ

あることを示す。 

振動レベル 振動規制法施行規則別表第二備考４及び７に規定されている測定の方法

により得られた 5 秒間隔で 100 個の測定値の 80％レンジの上端値を、昼

間及び夜間の区分ごとにすべてについて平均した数値をいう。 

振動の目安 振動の目安は以下のとおりである。 

 

振動レベル (単位：dB) 

 
 

地盤卓越振動数 道路交通振動は地盤条件にも大きく影響される。一般に地盤が軟弱なほど

発生する振動の振動振幅は大きく、振動数は低くなる。 

地盤卓越振動数とは、原則として大型車の単独走行を対象として 10 回以

上の測定を行い、対象車両の通過ごとに地盤振動を 1/3 オクターブバンド

分析器により周波数分析し、振動加速度レベルが最大を示す周波数帯域の

中心周波数を読み取り、これらを平均した数値をいう。 

80％レンジの上端値 

(L10) 

変動の大きな振動を評価する際、得られた値を大きい順に並べて、上から

10％と下から 10％をカットした真中の 80％分の内で最も大きなもので評

価する。この値を 80％レンジの上端値という。振動規制法施行規則で用い

られている。 

要請限度(振動) 振動規制法においては、市町村長は指定地域内で振動の測定を行った場合

に、その道路交通振動がある限度を超えていることにより道路周辺の生活

環境が著しく損なわれていると認められるときには、道路管理者などに道

路交通振動の防止のための舗装などの対策を執るべきことや、都道府県公

安委員会に対して道路交通法に基づく対策を講じるよう要請することが

できるとしている。この判断の基準となる値を要請限度という。 
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■動物・植物・生態系、景観、人と触れ合い活動の場、廃棄物、温室効果ガス 

フィールドサイン法 調査対象地域を可能な限り詳細に踏査してフィールドサイン（フンや足

跡、食痕、巣、爪痕、塚等の生息痕跡）を発見し、生息する動物種を確認

する方法。主に大型・中型哺乳類の確認が可能な調査方法をいう。 

バットディテクター法 コウモリ類の発する超音波を可聴域に変換するバットディテクターを用

い、反応のある周波数帯から、コウモリ類の生息の有無を確認する方法を

いう。 

スイーピング法 主に樹林地や低木林、草原で捕虫ネットを用いて、草や木の枝をなぎはら

うようにしてすくい取ることで、採集する方法をいう。 

ビーティング法 木の枝、草などを棒で叩いて、下に落ちた昆虫をネット等で受け取って採

集する方法をいう。 

ベイトトラップ法 糖蜜や腐肉等の誘因餌（ベイト）を入れたトラップ（プラスチックコップ

等）を、口が地表面と同じになるように埋設して、落ち込んだ昆虫を採集

する方法をいう。 

放射照度 

（W/㎡） 

単位時間あたりに単位面積が受け取った日射や大気放射等の光のエネル

ギー量をいう。 

光量子束密度 

（μmol/㎡・秒） 

毎秒・単位面積に対してどれだけの個数の光子が通過するかをモル濃度と

して表したものをいう。 

照度 

（Lx） 

単位面積あたりに入射する光の量（光束）をいう。 

生態系 自然界に存在するすべての種は、各々が独立して存在しているのではな

く、食うもの食われるものとして食物連鎖に組み込まれ、相互に影響しあ

って自然界のバランスを維持している。これらの種に加えて、それを支配

している気象、土壌、地形などの環境も含めて生態系をいう。互いに関連

を持ちながら安定が保たれている生物界のバランスは、ひとつが乱れると

その影響が全体に及ぶだけでなく、場合によっては回復不能なほどの打撃

を受けることもある。 

建設副産物 建設工事に伴い副次的に得られたすべての物品をいい、その種類として

は、「工事現場外に搬出される建設発生土」、「コンクリート塊」、「ア

スファルト・コンクリート塊」、「建設発生木材」、「建設汚泥」、「紙

くず」、「金属くず」、「ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、

改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶器くず」又はこれらの

ものが混合した「建設混合廃棄物」などがある。 

温室効果ガス GHG（Greenhouse Gas）ともいう。 

大気を構成する気体であって、赤外線を吸収し再放出する気体のこと。京

都議定書では、二酸化炭素（CO2)、メタン（CH4)、一酸化二窒素（N2O)、ハ

イドロフルオロカーボン（HFC）、パーフルオロカーボン（PFC）、六ふっ

化硫黄（SF6）の６物質が温室効果ガスとして排出削減対象となっている。 
参考：「環境影響評価情報支援ネットワーク：環境アセスメント用語集」(環境省ホームページ) 

http://www.env.go.jp/policy/assess/6term/ 

   「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」 

（平成 25 年 3 月 国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所） 

   「航空機騒音測定マニュアル」(平成 24 年 11 月、環境省) 

   「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成 12 年 10 月 環境庁大気保全局） 

   「よくわかる低周波音」（平成 19 年 2 月 環境省水・大気環境局生活環境室） 

   「平成 23 年度風力発電施設の騒音・低周波音に関する検討調査業務報告書」 

（平成 24 年 3 月 公益社団法人 日本騒音制御工学会） 




